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一皮膚表面形態について一
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＜目的＞　皮膚は体の最外層に位置し、身体の保護や体内の環境を一定に調節する。

顔面皮膚については以前から高い関心がよせられているが全身についてはあまり知ら

れていない。本研究では全身の皮膚生理及び皮下脂肪厚を測定し、それらの関連性を

考察することを試みた。今回は表面形態のパターン分類について報告する。

＜方法＞　実験は1992年9～10月及び1993年9～10月に行った。健常成人男性の若年群

21名（20～26歳）・中年群16名（40～49歳）と、女性の若年群21名（20～24歳）･中

年群20名（40～48歳）を被験者とした。測定部位は1頬部2胸部4腹部5手背部6大

腿前部7下腿前部8後頭部9背部10上腕部ｎ脇腹後部12脊部の計11点である。皮

膚表面形態の観察にはレプリカ法を用い、皮丘と皮溝をもとに７パターン（工｡縞一細

　n.縞一中間Ⅲ｡縞一粗IV.格子一細V.格子一中間Ⅶ.格子一粗vn.凹凸）に分類した。

＜結果＞　７パターンの内、頬部はⅦ型、手背部はⅥ型に多くみられた。下腿前部・

脇腹後部は縞型、背部･ 脊部は格子型の傾向であった。

2La－10 休表面積算出式に1*1する研究

　　　　　　　　　　　韓國市立仁川大學校自然科學大衣生活　林　殉

羽的：体表面積は新陣代謝量，作業代漣丿量を測定するのに必要な単位であるし被服の保温性測
　　　定，被覆面積愛化による保温蚊果，平均皮膚m算出，被服の機能性研究等いろんな分野
　　　に活用している．現在使用している休表面積算出式は休重を基準としている. Meehの休
　　　重式，新谷の身長式, Diitxiis外多敷の學者たちの身長休重式,Miwa-stoeltzner身長
　　　体重.・胸閉式, Bouchardの身長･体重･･胴幽式等である．本研究は以上な算出式を実験
　　　対象者実測値と誤差分析して誤差が少さい算出式を誘導した．また計算が簡軍して誤差
　　　が少さい新しい体表面積算出式を提案することを目的とする・
方法：被桧者ぱ20～49 才女性50名を跨象している体格は胸閉が74.5～101.5 （iD，身長は
　　　144.4～163.3cm√体重は44.2～74.0 kg, Rohrer index 1.02～].旧範閉である実
　　　験方法は①被楡者に立位正常姿勢を維持させた肢態で人体区分をするため線の黒入れを
　　　行う②採取した石膏体の裏面に不織布をあて形収を掌し取る③首し取った形殷をあつさ
　　　が均ヤである　Polvprophylene film を使用して秤量法で休表面積を算出する．人体え
　　　分は頭髪部，顔面広耳部,誦部，休幹上部，休幹下部. m窓上部√厳窓下広手広

　　　大腿部，下腿部，足部で　分類する．
結論：①補正した休表面積算出式で誤差が少さい式はDutoi'sの
　　　　　　　　　　　　S ＝tf^ .H^ .K　式でその補正した値は
　　　　　　　　　　　a ＝0.430　b ＝0.710　k ＝75.57である
　　　②人体計側値を狸立者験で回婦分析した結果は休重，身長を狽立啜験でした回臨式で
　　　　　　　　　　　S ＝123.91 W･ﾄ76.51 H －3503.957である
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